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『
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

�

拓
心
館
』
が
完
成
　

拓
心
館
グ
ル
ー
プ
　
総
合
施
設
長
　
高
橋
　
正
安
　

　

新
施
設
の
名
称
は
、『
障
が
い
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
拓
心
館
』、
延
床
面

積
は
約
三
〇
〇
坪
、
レ
ン
ガ
壁
の
モ
ダ

ン
な
建
物
で
す
。

　

そ
の
名
の
通
り
新
し
い
施
設
で
は
、

①
総
合
支
援
事
業
と
し
て
、『
七
峰
会

総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ

リ
ー
ブ
』
と
『
津
軽
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
』（
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
支
援
を
含
む
）。

②
居
住
機
能
と
し
て
、
宿
泊
型
自
立
訓

練
と
短
期
入
所
。

③
通
所
機
能
と
し
て
、
生
活
介
護
と
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
、
同

一
敷
地
に
あ
る
「
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
は
ぁ
と
」
と
就
労
移
行
支

援
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
『
就
労

サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き
』
を
併
せ
、
児

童
か
ら
成
人
ま
で
、
発
達
支
援
、
就

労
支
援
、
地
域
生
活
の
相
談
支
援
を

行
う
拠
点
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

一
方
、
新
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
既
存
の
事
業
定

員
も
増
え
、
よ
り
多
く
の
人
に
『
拓
心

館
グ
ル
ー
プ
』
を
利
用
し
て
頂
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
の

方
々
に
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
大
丈
夫
。」

と
言
わ
れ
る
よ
う
、
誓
い
も
新
た
に
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

『
拓
心
館
グ
ル
ー
プ
』
で
は
、
最
初

に
開
設
し
た
通
勤
寮
拓
心
館
が
老
朽
化

し
た
た
め
移
転
新
築
を
願
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
４
月
末
日
に
新
築
工
事
が

完
了
し
新
し
い
施
設
に
引
越
し
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
ご
協
力

い
た
だ
い
た
土
地
提
供
者
、
工
事
関
係

者
、
地
元
町
会
の
皆
様
、
そ
の
他
多
く

の
方
々
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

総
合
施
設
長
　
村
山
　
敦
子

　

昨
年
11
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
『
障

害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し
』
の
増

改
築
工
事
が
4
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
増
改
築
工
事
は
、
通
所
で
利
用
し

て
い
る
皆
様
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る

こ
と
と
、
常
時
満
床
状
態
に
あ
る
定
員
4

名
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要
な
と

き
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

新
た
に
4
室
増
や
し
て
定
員
8
名
の
た
め

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
個
室
を
整
備
す
る

こ
と
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。

増
改
築
工
事
完
了
し
ま
し
た

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

総
合
施
設
長
　
黒
石
　
陽
子

　

平
成
29
年
６
月
１
日
、
弘
前
市
高
杉
長

谷
野
に
『
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
サ
ン

ア
ッ
プ
ル
』
が
開
設
致
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
創
設
さ

れ
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
で

す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
住
み

慣
れ
た
近
く
に
安
心
し
て
「
通
う
」
場
所

が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
「
宿
泊
」
が
で

き
、
緊
急
時
や
夜
間
で
も
「
訪
問
」
し
て

く
れ
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
、
24
時
間
365
日
安
心
の
生
活
を
支
え

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
た
、
同
一
建

物
内
で
介
護
施
設
内
保
育
事
業
『
保
育
園

ポ
ム
』
も
実
施
致
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は

介
護
職
員
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り
、
介
護

職
員
が
子
育
て
し
な
が
ら
働
け
る
よ
う
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
他
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
は
、
弘
前
市
高
齢
福
祉
計
画
の
介
護
予

防
を
一
緒
に
進
め
る
た
め
に
、
効
果
の
著

し
い
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
の
設
備
を
、

こ
の
ホ
ー
ム
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
限
ら

ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
健
康
の

場
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
』

は
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

援
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
、
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

『
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

�
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
』
開
設

　

通
所
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
ご
家
族

の
皆
様
か
ら
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

た
車
椅
子
か
ら
降
り
て
運
動
で
き
る
畳
敷

き
の
ス
ペ
ー
ス
と
、
ト
イ
レ
に
は
多
目
的

に
活
用
で
き
る
大
型
シ
ー
ト
を
準
備
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
短
期
入
所
の
居
室
は
既
存
の
居

室
同
様
に
全
室
個
室
と
な
っ
て
お
り
緊
急

の
利
用
に
応
え
ら
れ
る
居
室
を
一
部
屋
確

保
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
生
活
し
て
い
る
障
害
児
・
者
と

ご
家
族
の
皆
様
が
安
心
し
た
暮
ら
し
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
け

る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
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山
郷
館
児
童
・
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん
　
管
理
者
　
佐
藤
　
路
子

　

『
山
郷
館
児
童
・
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん
』
で
は
趣
味
・
生

き
が
い
活
動
を
目
的
と
し
て
、
外
部
講
師

を
招
い
て
の
料
理
教
室
・
書
道
教
室
・
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
書
道
教
室
は
毎
月
１
回
、
料

理
教
室
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
は
交
互
に
月
１
回
ず
つ
行
い
、
ど
の
教

室
も
四
季
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
の
希
望
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
書
道

教
室
で
は
美
術
展
応
募
に
向
け
て
の
準
備

に
入
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
で
は
「
花
籠

御
膳
」
の
お
い
し
さ
に
大
満
足
。
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
で
の
作
品
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ
た
と
の

声
も
。
生
活

の
一
部
と
し

て
の
楽
し
み

や
励
み
に
な

る
活
動
を
目

指
し
て
今
後

も
続
け
て
い

き
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
で
趣
味
活
動
！

旭
光
園
特
製
「
猿
賀
納
豆 

福ふ
く

福ふ
く

」が
で
き
る
ま
で

旭
光
園
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
支
援
員
　
藤
井
美
沙
紀

　

皆
様
に
ご
好
評
を
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま

で
発
売
か
ら
８
年
目
を
迎
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
何
よ
り
も
食
の
安
全
、
大
豆
の

品
質
や
産
地
に
こ
だ
わ
り
、（
大
豆
は
、

津
軽
産
の
お
お
す
ず
、
北
海
道
産
の
ゆ
き

し
ず
か
）
真
心
こ
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、「
猿
賀
納
豆
福
福
」
の
製
造

過
程
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
日
目

❶
大
豆
を
水
に
浸
す

　

事
前
に
利
用
者
さ
ん
が
一
粒
ず
つ
選
別

し
た
大
豆
を
洗
い
、
水
に
浸
し
ま
す
。

二
日
目

❷
大
豆
を
蒸
す

　

一
昼
夜
水
に
浸
し

た
大
豆
を
、
蒸
煮
缶

で
蒸
し
ま
す
。
こ
の

作
業
は
、
納
豆
に

な
っ
た
時
の
大
豆
の

硬
さ
や
食
感
を
左
右

す
る
た
め
、
蒸
す
時
間
や
蒸
気
の
量
の
確

認
・
調
整
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

❸
納
豆
菌
を
加
え
る

　

大
豆
が
蒸
し
あ
が
っ
た
ら
、
蒸
煮
缶
か

ら
取
り
出
し
納
豆
菌
を
加
え
ま
す
。
納
豆

菌
の
量
は
、
蒸
し
た
大
豆
の
量
に
よ
っ
て

調
整
さ
れ
、「
福
福
納
豆
」
の
粘
り
を
左

右
す
る
大
事
な
過
程
で
す
。

❹
盛
り
付
け
・
被
膜
か
け

　

納
豆
菌
を
加
え
た
後
、
手
作
業
で
計
量

し
、
パ
ッ
ク
に
盛
り
付
け
、
次
に
被
膜
を

か
け
ま
す
。こ
れ
が
上
手
く
い
か
な
い
と
、

豆
が
乾
燥
し
、
十
分
に
発
酵
で
き
な
い
た

め
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。

❺
発
酵

　

パ
ッ
ク
に
盛
り
付
け
、
被
膜
を
か
け
た

大
豆
を
発
酵
機
に
入
れ
ま
す
。
旭
光
園
独

自
の
温
度
設
定
で
一
晩
か
け
じ
っ
く
り
発

酵
さ
せ
ま
す
。

三
日
目

❻
製
品
化

　

発
酵
を
終
え
た
後
は
、
出
荷
す
る
た
め

の
包
装
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
賞
味
期
限
の
日
付
貼
り
、

た
れ
・
か
ら
し
を
入
れ
、
パ
ッ
ク
を
紙
帯

で
巻
き
、
完
成
し
ま
す
。

　

以
上
が
「
猿
賀
納
豆
福
福
」
が
で
き
る

ま
で
の
過
程
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
へ

美
味
し
い
納
豆
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

品
質
管
理
に
細
心
の

注
意
を
は
ら
い
製
造

し
て
参
り
ま
す
。
今

後
も
、
福
福
納
豆
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

おかげさまで「猿賀納豆　福
ふく

福
ふく

」
下記店舗にて好評発売中です。

道の駅サンフェスタ石川
フレッシュファームフォーレ
� （弘前ヒロロ）
弘前マーケット
� （さくら野弘前店）
コープあおもり黒石店
もてなしロマン館
障害者支援施設 旭光園
問合せTEL 0172-57-5155
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的・精 神 主 に 身 体・精 神

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
・
保
育
園
ポ
ム 

☎
○
５
３
３
０

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732 26

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
２
１
３
１

97

山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
０
２
５
０

96

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
○
４
５
２
４

82

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
５
０
１
８

88

七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ　
☎
○
５
７
４
０

82

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

　
☎
○
５
１
５
５

57

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
拓
心
館

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 37 82 82 82 82 82

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

57 57 57

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
２
１
１

☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

97 973337

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
く
ろ
い
し
（
短
期
入
所
）

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
２
３
４
４

☎
○
９
３
４
５

5353535388 88

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所
ま
い
せ
る
ふ

拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所
ボ
ヌ
ー
ル

拓
光
園
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ア
バ
ン
セ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

96 96 96 96 96 96

各
施
設
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

情
報
発
信
中
！

　

紫
陽
花
が
大
輪
を
咲
か
せ
る
頃
と

な
り
、
花
は
色
鮮
や
か
で
生
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
峰
の
ひ
か

り
』
も
、
各
施
設
グ
ル
ー
プ
の
ま
す

ま
す
深
化
し
て
い
く
様
子
を
伝
え
、

紫
陽
花
に
負
け
ず
、
活
気
あ
る
紙
面

に
な
る
よ
う
願
っ
て
ま
と
め
ま
し
た
。

編
集
委
員
　
西
村
　
五
月

法
人
本
部
事
務
局
主
任
　
東
谷
　
康
生

　

平
成
29
年
５
月
９
日
、
晴
れ
渡
る
青
空

の
も
と
、『
津
軽
山
革
秀
寺
』
に
お
い
て

第
37
回
七
峰
会
有
縁
物
故
者
供
養
法
要
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
平
山
導
師
様
の
読
経

の
中
、
施
主
大
平
理
事
長
に
続
き
、
法
要

出
席
者
51
名
に
よ
る
焼
香
の
後
、
浄
心
天

華
碑
に
移
動
し
て
物
故
者
629
名
（
今
次
32

名
）
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

法
要
後
、『
ラ
グ
リ
ー
』（
弘
前
市
野

田
）
へ
会
場
を
移
し
法
楽
会
（
会
食
）
を

催
し
、
旧
知
の
方
々
と
共
に
物
故
者
へ
思

い
を
馳
せ
、
故
人
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
37
回
七
峰
会

�

有
縁
物
故
者
供
養
法
要

シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

　
　
　
拓
心
館
グ
ル
ー
プ
『
エ
イ
ブ
ル
』

生
活
支
援
員
　
秋
元
　
理
那

　

私
は
平
成
22
年
４
月
に
採
用
さ
れ
、
生

活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
『
エ
イ
ブ

ル
』
で
働
い
て
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
働

き
は
じ
め
の
頃
は
、
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
理
解
し
て
適
切
な
関
わ
り

を
し
て
い
く
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
今
ま
で
働
い
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

『
エ
イ
ブ
ル
』
ご
利
用
の
皆
さ
ん
や
上

司
・
同
僚
の
方
々
が
心
温
か
く
支
え
て
下

さ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
に

は
深
く
話
し
合
い
、
時
に
は
笑
い
喜
び
合

う
こ
と
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、
働
く
こ

と
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
が
芽
生
え
て
い

き
ま
し
た
。

　

今
は
利
用
者
さ
ん
の
趣
味
や
個
性
を
生

か
し
た
「
趣
味
を
仕
事
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
エ
イ
ブ
ル
ク
リ
エ
イ
ト
～
」
の
担
当
を

し
て
お
り
ま
す
。
描
い
て
い
た
だ
い
た
絵

を
イ
ベ
ン
ト
用
弁
当
の
表
紙
に
し
た
り
、

植
物
や
貝
殻
を
組
み
合
わ
せ
て
テ
ラ
リ
ウ

ム
に
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
さ

ん
が
想
い
想
い
に
作
成
し
た
も
の
を
価
値

の
あ
る
商
品
に
昇
華
し
地
域
へ
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
個
人
だ
け
で
楽
し
ん
で
い
た

も
の
が
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
利
用
者
さ
ん

と
共
に
喜
び
合
う
こ
と
が
私
の
現
在
の
や

り
が
い
で
す
。

　

今
後
も
利
用
者
さ
ん
の
強
み
や
楽
し
み

を
生
か
し
て
行
け
る
よ
う
、
幅
広
い
視
点

を
持
っ
て
様
々
な
事
柄
を
組
み
合
わ
せ
て

大
き
な
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
努

め
た
い
で
す
。


